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暴害土器「厨」美作国府跡出土津山市教育委員会蔵

津山市総社字客社で、植月壮介氏によって採集さ

〔b,シれ､津IlI市に寄贈された須恵器高杯の脚部破片であ
る。脚底部径151cm、脚部高１１０cmを測る。脚部はラ

ッパ状を呈し、裾部は水平方向に大きく開く。端部

は斜め上方に拡張し、外面にはナデによる一条の凹

線をもつ。杯部は現存しないが、脚部の形状からみ

て皿状に大きく開くものと推定される。杯部と脚部

は分割成型による。脚裾部内面に措書で「厨」と墨

書する。内外面ともナデ仕上げとする。胎土は細か

い黒色及び白色砂粒を多く含み、灰白色に焼成され

ている。類例が乏しいので、時期を確定することは

できないが、８．９世紀のうちに含まれることは確

実であろう。

墨書銘の「厨」とは厨房の意で、国府の中の厨房

部局に所属する食器であることを明示したものであ

ろう。採集場所は推定政庁地区の南東約150ｍの地

であり、この地区に国府官人へ食脳を供給する官術

が存在した可能性がある。

美作国府政庁は儀式・饗宴を主たる目的とする施

設である。まず、国守以下の国司・郡司らが庭に整

列して、正殿に天皇が御すがごとくに拝礼する。し

かる後に、国司が正殿に座し、郡司以下の拝礼を受

ける。儀式の後は国司は正殿で、郡司らは東西脇殿

に移って饗宴となる。現代風にいえば宴会政治とい

うところだが、古代では神聖な行事であった。天皇

の代理としての国守を頂点とする官僚秩序を再確認

し、かつ国司と在地豪族たる郡司らが天皇のもとで

の共同体的連帯感をはかる場として儀式・饗宴が挙

行されたのである。

このような饗宴用の食器として使用されたのが、

この「厨」銘墨書土器ではなかろうか。
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すぎさかとうげまんのたわ

杉坂峠か万能山Lか

１

美作・津111から播磨・姫路へ向かう国境越えの道

筋については、古来杉坂峠越えと万能lIlL越えの二つ

があった。このうち、杉坂峠越えは、岡山県作東町

上福原から同町田原と兵庫県上月町皆田の境界の標

高250ｍの杉坂峠を経て佐用町佐用に至るコースで

ある。その間の距離は約14km､最大比高差は約140ｍ

を測る。現在、中国自動車道がほぼこのルートに沿

って走行しているとともに、自動車用の舗装道路と

して現在も使用されている。

一方、万能IIL越えは、作東町上福原から山家川沿

いに湖り、同町土居と上月町稗田の境の標高212ｍ

の万能IILを経て佐用に達するコースである。その間

の距離は約18km、最大比高差約100ｍである。現在、

ＪＲ姫新線がこのルートを走っており、また国道

179号線もこれに近いルートを取っている。ただし、

万能|IIL道そのものは､兵庫県側の一部が荒れており、

現在通行が困難となっている。

このような二つのルートは、後述のように歴史上

それぞれに重要な位置を占めており、かつ時代によ

って盛衰がみられるのであり、決して一方が主、他

方が従というような関係では把えきれない。では、

美作・播磨国境越えにはなぜ二つの主要ルートがあ

るのか｡本稿ではその意味をさぐってみることにする。

２

まず、杉坂峠越えは南北朝時代の史料に現れる。

『太平記』巻４によれば、正慶元年（元弘2,1332）

備前の児島高徳は、隠岐へ配流される途中の後醍醐

天皇を奪還しようとして、備前と播磨の国境の船坂

峠で待ち伏せしていたところ、天皇一行が今宿（現

姫路市）から美作に向かったと聞き、急遼杉坂に駆

けつけたが、すでに天皇らは峠をへて院庄に入った

あとであったとする。また同巻16に、延元元年(建

武3,1336）新田義貞の武将江田行義が足利方の美

作勢力を掃討･するため杉坂に向かったとする。巻２９

にも、足利直義方の美作住人芳賀・角田の勢力が杉

坂の道を塞いで足利尊氏方の高師泰の軍勢に対抗し

ようとしたとある。このように南北朝時代頃播磨か

ら美作に入る主要道路が杉坂越えであることは事実

２

と認めてよいだろう。

次に、万能|IIL越えは江戸時代の出雲往来であり、

津山藩主・松江藩主など大名の参勤交替路として整

備された。『東作誌』英田郡江見庄土居村条に次の

記事がある。

此邑往来宿駅と成たるは慶長九年以来也。其頃

は北の方出合と云ふより室生坂を経（此所播作の

界）播州稗田村へ出たるなり。森家の姫君（名不

知、時代不分）此所にて卒去有しより今の往来に

替る云々

この記事から、慶長９年(1604)出雲往来が杉坂越え

から万能|IIL越えに変更されたとする説がある（『角

川地名大辞典』岡山県｢万能llIL条｣など)。だが、こ

f駕繍鰹麗熟繊説Ｊ
田を通らない。出合と室生坂は不明だが、おそらく

現在のほぼ国道179号線に相当しよう。『東作誌』の

意味は次のようであろう。

土居が宿駅として整備されたのは森氏が美作に

入封した翌年の慶長９年である。その時の出雲往

来は室生坂越え（おそらくほぼ現国道179号線ル

ート）であったが、その後いつの頃か不明だが、

森氏の息女がその地で死亡したのを忌んで現在の

万能IlIL越えにルートを変更したのである。

このように、森氏入国時にはすでに万能ⅢL越えの出

雲往来が存在したのであり、森氏はそれを近世大名

の立場で整備したにとどまると理解すべきである。

従って、出雲往来のルートが、南北朝時代の杉坂越

えから慶長９年以前のある時期に万能lML越えに変更

されていることが知られる。 －､』

なお、『森家先代実録』巻５に、慶長８年（1603）

３月森忠政の美作入国の際、播州杉坂越えをへて吉

野郡下庄村（現大原町）へ入ったとする杉坂は、現

在の釜坂峠のことと思われる。

３

古代の播磨国府（現姫路市）から美作国府（現津

山市総社）へ至る山陽道美作支路のルートについて

は杉坂越え説が有力である。これは上記のような中

世のルートを重視することと、播磨から美作に入る

最短コースであることなどを論拠とする。しかし、

その説では万能IIL越えルート沿いに、土居廃寺・竹

田廃寺という古代寺院跡が存在することが理解でき

ないのではなかろうか。土居廃寺は作東町土居の山






